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研究成果の概要（和文）：本研究は近年欧米において急速に進んでいる男性の健康の問題化と医療化について、日本に
おける男性の自殺、肥満、更年期障害の問題のされ方、またそれらに関する社会的提言を行うことを目的として行われ
た。調査は、特に男性の自殺、特定健診制度における男性の肥満の扱われ方その効果について、聞き取り調査と現地調
査を実施し、中高年男性の自殺における男性的規範の影響と、肥満の医療化における問題点を明らかにした。これらは
、国内外の学会で報告され学術論文として発表を行ったが、同時に、５回の一般公開シンポジウムを開催、その模様を
ウェブサイトにおいて公開した。2015年度中に、一般向けの著作２冊の公刊（阪大出版会）を予定。

研究成果の概要（英文）：We have been investigating how men's health is problematized and medicalized in 
Japan dealing with three specific topics, men's suicide, men's obesity and men's menopausal disorder. The 
main investigation was conducted in the field of suicide and obesity using qualitative research methods. 
We found that culturally held idea of masculinity exert great influence both on suicide and obesity 
medicalization. We reported the findings in academic conferences and professional papers along with the 
symposiums open to the public (five symposiums collecting 600 audiences in total). We also are scheduled 
to publish the books on men's problems in Japan in two volumes at Osaka University Press.

研究分野：医療社会学
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１．研究開始当初の背景 
2000 年以降、医療関係者、心理学者、社会
学者の間で「男性」ジェンダーと健康問題と
の関連性が強く指摘されている。すべての先
進工業国において男性の平均余命が女性よ
りも有意に低いことはよく知られているが、
こうした傾向は特に死亡原因が感染症、妊娠、
出産から、生活習慣が強く影響する慢性疾患
に推移した第二次大戦後に顕著になり、生物
学的要因以外に社会文化的要因が強く影響
していることをさまざまな調査結果が示唆
している。ドイツでは 2010 年には「男性健
康報告書」(Bardehle & Stiehler 2010)なる
ものが出版され、生命と健康維持に関して女
性と比較した男性の相対的に大きなリスク
について詳細な報告がなされている。問題は、
幼少時の男子の危険な行動に始まり、飲酒、
喫煙、食生活、生活様式から、病にかかった
際の医療行動、他者とのコミュニケーション
のとりかたにいたるまで、あらゆる領域に及
び、今や先進国に於いて「男性であることは、
早死にする最大の人口学的単一リスク要因」
(Kruger & Nesse, 2004)とまで言われるよう
になり、多くの「男性的」行動が予防医療的
関心の対象となりつつある。先進国に於いて
共通にみられる「男性性」のこうした「医療
化」の動きは、また、多くの社会学者の関心
を集めるにいたり、ジェンダーと医療化につ
いてのさまざまな議論を呼ぶにいたってい
る。この問題は、ADHD や自閉症のように
近年激増している疾患とジェンダーの関係、
肥満や喫煙や男性更年期をターゲットにし
た医療化の動き、これらと製薬会社や国家政
策との関連など、社会学的にきわめて重要な
トピックを含んでいる。 
２．研究の目的 
本研究では、当初１）肥満、メタボ健診にお
ける男性の健康行動の医療化、２）男性の自
殺、３）男性更年期障害(andropause)の３つ
の領域における男性性の医療化への動きに
ついて検討を行うこととしていたが、予算の
都合により１）と２）に集中し、社会的提言
として公開シンポジウムの実施と著作の出
版を目的とした。 
３．研究の方法 
１）については、新聞・雑誌記事分析、文献
資料調査、関係機関への質問紙調査、関係者
への聞き取り調査、指導現場へのフィールド
調査を行う。２）については、文献資料調査、
質問紙調査、対策関係機関への聞き取り調査
を行う。３）については、患者への聞き取り
調査を行った。 
４．研究成果 
今回の調査では、自殺と肥満の医療化につい
て集中的に調査を行った。男性更年期障害に
ついては、申請予算より削減が大きかったた
め、今回は実施できなかった。男性の肥満の
医療化は特定健診制度の導入によって顕著
に進展したと考えられるが、臨床医や社会一
般レベルでは、こうした医療化は受容されて

おらず、このことが特定健診制度の制度的不
全に影響していることが確認された。これら
の結果いずれも、欧米において生じたポスト
工業社会への移行に伴う社会構造や価値観
の変容を日本社会が十分に経験していない
ためと推測される。 
男性の自殺については、自殺率に関する都道
府県別・市区町村別など地域別データの分析
から、自殺率の変化が地方部では失業率と関
わりなく、一様に増加していることから、経
済的要因と自殺率を媒介する社会的要因の
存在を指摘するにいたった。また、若年層に
対する質問紙調査によって、若年男子におい
て職業地位と自殺願望の顕著な相関を見い
だし、こうした相関が女性では見られないこ
とからジェンダー規範に関わる社会構造的
な要因の存在を指摘するに至った。また、新
潟県と青森県における自殺対策関係者への
聞き取り調査から、以下のような知見を得た。 
両調査において、ボンディングな関係をもつ
コミュニティがかえって自殺を促進するケ
ースがあること、地縁がかえってマイナスに
働くことがあること、男女の援助希求にはそ
れぞれ特徴があること(男性はメディアを介
することが多いこと、またジェンダーの影響
がいまもかなり強く影響していること)、地
域によっては男性よりも女性の方が自殺が
多くなるケースがあること、地方の家族経営
の多さが自殺対策をかえって難しくしてい
ることなど興味深い事情があきらかになっ
た。また、未遂は男性にとって恥と感じられ
るため、男性は未遂を避け、死亡率が上がる
などを現場の方々の話を通じて、あらためて
確認した。 
研究代表者と分担者が行ったシンポジウム
や講演会等において、参加者の数の多さや反
応の大きさから、こうした問題が社会的に共
有されていることを確認し、社会的ニーズが
大きいと推測した。 
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